
発注者 新庄河川事務所

受注者 株式会社　はながさ建設

工事名 最上川中流丹生川護岸工事

現場代理人　大場　宏幸

1.はじめに

　本工事は、平成28年8月30日台風10号の出水で洗掘された左岸川岸を復旧するもので、多自然

型護岸工（かごマット・スロープ型Ａ=1,423ｍ2）、根固め工（根固めブロック1ｔ型Ｎ=431個）

また、中州状態で溜まった土砂を撤去するものである。

２．安全衛生活動の基本方針

　安全衛生活動の主題である『見える現場　体験する現場』をキーワードに、現場の施工条件

や、発注者、関係機関、近隣住民や釣り人等の要求事項を考慮し、「見える化」を図り、工事

に直接関わる作業員に対しては、現場に即しかつ事故を想定し実際に「体験する教育・訓練」

を行い、工事に影響を受ける全ての関係者に対し、それぞれの役割や立場に相応した安全と安

心を提供することを、本工事の安全衛生活動の基本方針とした。

３．具体的な活動内容

（１）作業員に「体験させる・見せる」

　作業員のヒューマンエラーによる災害防止に重点を置き、マンネリ化防止のための五感に訴え

体験させる教育・訓練、見間違い・思い込み等の錯覚防止のための分かりやすい場内表示等によ

り、作業員に安全と安心を提供する。

①体験させる・見せる「安全教育・訓練」

　作業員への教育は、実際に危険・事故を擬似体験させ、視覚だけでなく五感に訴えることで、

安全意識がより高まるよう、安全体感・体験教育を実施した。

『見える現場・体験する現場』

被　災　状　況

－みんなの安全・安心を目指して－



　①-1　架空線事故防止対策（運搬路の選定と危険箇所踏査により簡易ゲートを設置）

　①-2　伐木除根時の刈払・チェーンソー作業の事故防止対策

　（刈払機取扱作業者・伐木等（大径木等）伐木造材作業者安全衛生教育修了者の直接指導）

　①-3　現場付近の丹生川は、アユ釣りの釣り人が多く訪れる所であり、秋には鮭が遡上しその

　　ためヤナが設置されます。高齢者が河川に入る場合もあり溺れる等の有事を想定して、救出

　　・救命・救助伝達訓練を実施した。

※尾花沢消防署との事前打合せ ※救助訓練（浮き輪投げ入れ⇒救助）

（現場に掲示の救急車要請(例）で現場の場所が把握できるかの確認））



※ＡＥＤ使用救命訓練 ※救助者搬送訓練

　　・通報から作業員休憩所に常備してあるＡＥＤの到着が５分、救急車に見立てた自社車両が

　　　尾花沢消防署から現場到着に７分を要した。

　　・救助の手順・伝達方法を確認することができた。

　①-4　河川内への油流出事故を想定した、オイルキャッチャーロープ使用訓練

　①-5　観測機器（水位計・雨量計・風速計）及び、「出水時の対策」看板を設置し、

　　異常気象時に作業員がすばやく対応できるようにした。

※計測システム・対策看板の設置 ※リアルタイムに情報取得

　　また、夏場はＷＢＧＴ熱中症指数と予防情報シートの掲示により注意喚起を行い、

　　エアコン付きの作業員休憩所の設置、ミスト扇風機を設置し、熱中症予防対策とした。



（２）地域社会に「見せる」

　　①　仮設トイレは、「ご自由にご利用下さい」の看板を設置し、散歩や釣りに来た方に

　　開放するようにした。

　　※７月１日に行われた「最上川200kmを歩く　小学校探検リレー２０１７」の際、小学生

　　　のトイレ休憩所として利用していただきました。

　　②　毎週の一斉清掃による現場周辺の清掃活動はもとより、ヤナにかかったゴミを取り

　　除くことも行い、地域社会の一員としての役割を果たし、信頼を得るよう努めた。

　　③　職場体験学習のための地元中学生を受入れ、工事現場への理解を深めてもらうと

　　共に、建設業の魅力を直接伝えることでイメージアップを図った。

※生コンクリート圧縮強度試験体験 ※バックホウ試乗体験

４．まとめ

　　現場における安全と安心は、我々建設会社、作業員等、直接工事に従事する者だけでなく、

　発注者、近隣住民等、全ての関係者の願いであります。

　　現場の内側で作業する我々の安全・安心は、外側で見守る発注者や近隣住民の安全・安心

　と決して別物ではなく、一体の物であり、我々の安全と安心が、地域社会の安全と安心につ

　ながっているとの認識の元、「見える現場・体験する現場」をキーワードに日常の安全衛生

　活動を推進して来ました。

　　今後も、労働災害撲滅のため、安全と安心を関係者全員で築き上げると共に、建設業の社

　会での役割と、望まれる期待を再認識し、日々の活動を積極的に情報発信することで、建設

　業に対する理解と信頼を得て、魅力ある建設業の実現のため『魅せる現場』を目指して行き

　たいと思います。


